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災
害
時
対
応
の 「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」

さ
れ
た
。

　

古
田
史
学
の

会
の
代
表
か
ら

は
古
田
氏
の
主

な
著
書
を
時
系

列
に
取
り
上
げ

て
の
解
説
が
な

さ
れ
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
氏

の
長
男
・
古
田

光
河
氏
か
ら
の

言
葉
が
あ
り
、

終
了
し
た
。
誠

に
心
に
残
る
追

悼
会
で
あ
っ

た
。

　

私
も
、
こ
れ

か
ら
は
楽
し
く

粘
り
強
く
、
古

田
氏
が
為
し
遂
げ
た
業
績

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
っ
た
。

文
化
創
造
倶
楽
部
古
代

史
＆
歴
史
塾
世
話
人

木
村
賢
司

　

今
号
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
場
合
に
役
に
立
つ
ド
ロ

ー
ン
講
座
を
始
め
ま
す
。

　

始
め
る
に
当
た
り
、
世

界
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
は
次

期
産
業
と
し
て
取
り
組

み
、
既
に
素
晴
ら
し
い
も

の
が
開
発
さ
れ
て
い
て
、

発
売
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

我
が
国
で
は
開
発
が
本

当
に
遅
れ
切
っ
て
い
ま

す
。
遅
れ
切
っ
て
い
る
理

由
は
周
知
の
通
り
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
東
大
阪

・
八
尾
で
そ
の
一
役
を
担

え
る
素
地
が
あ
る
と
私
は

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
紙

上
講
座
を
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

既
に
世
界
で
は
、
フ
ォ

ー
ド
と
ド
ロ
ー
ン
と
融
合

し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ド

ロ
ー
ン
が
融
合
し
、
音
楽

と
ド
ロ
ー
ン
が
融
合
し
、

最
高
ソ
フ
ト
最
高
品
質
の

イ
ベ
ン
ト
等
融
合
し
、
各

ク
リ
エ
ー
タ
ー
＆
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
も
融
合
し
、
中

国
で
は
中
学
校
か
ら
ド
ロ

ー
ン
教
育
が
始
ま
っ
て
い

る
、
な
ど
な
ど
、
こ
こ
ま

で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
警
察
本
部

と
、
行
政
・
自
衛
隊
な
ど

に
対
し
講
師
も
務
め
、
ド

ロ
ー
ン
飛
行
に
つ
い
て
の

講
義
も
要
請
さ
れ
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ

東
大
阪
・
八
尾
で
こ
の
ド

ロ
ー
ン
新
産
業
が
で
き
な

い
か
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
、
ご
相
談
は
東

大
阪
新
聞
社
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
と

発
展
さ
せ
て
い
け
る
の
で

あ
れ
ば
で
き
る
限
り
に
ご

協
力
し
ま
す
の
で
、
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

　

初
め
に
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
市
販
の
ド
ロ
ー
ン

の
購
入
は
お
控
え
く
だ
さ

い
。
購
入
に
対
す
る
こ
と

か
ら
、
飛
行
練
習
、
飛
行

に
対
す
る
法
律
・
マ
ナ
ー

な
ど
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
な
ど
の
ご

要
望
に
も
お
応
え
し
ま
す

の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

飛
行
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
現
在
小
冊
子
で
製

作
中
で
す
の
で
少
し
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の

場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

直
接
の
メ
ー
ル
に
よ
る

ご
質
問
等
は
、info@pm-

systems.co.jp

へ
。
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「
エ
ス
ト
ロ
ラ
ボ
」
と
聞
い
て
何
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
。
イ
タ
飯
屋
も
ど
き
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
が
、
東

大
阪
の
鉄
工
所
だ
。
代
表
者
は
東
山
香
子
さ
ん
、
女
性
の
細
腕
1
本
で
10
年
前
に
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。

　

名
は
体
を
表
す
と
考
え
て
、
社
名
を
考
え
抜
い
た
。
地
名
の
「
東
大
阪
」
と
自
身
の
「
東
山
」
か
ら
エ

ス
ト
（
イ
タ
リ
ア
語
で
東
の
意
味
）
を
取
り
入
れ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
女
性
を
基
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
女
性

ホ
ル
モ
ン
）、
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
研
究
所
）
を
組
み
合
わ
せ
「
エ
ス
ト
ロ
ラ
ボ
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
。

女
性
の
働
き
や
す
い
会
社
を
作
る
こ
と
が
時
代
の
要
求
に
合
う
と
考
え
、
飽
く
な
き
探
究
心
を
も
っ
て
研

究
す
る
意
気
込
み
で
創
業
し
た
。　

む
ね
き
よ

皇
一
衆
議
院

議
員
後
援
会
「
新
年
の

集
い
」
が
１
月
24
日
に

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上

本
町
６
）
で
開
か
れ
、
支

援
者
ら
約
１
２
０
０
人
が

集
っ
た
。

　

細
田
博
之
衆
議
院
議

員
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
参
議

院
議
員
、
野
田
義
和
東
大

阪
市
長
、
山
下
ひ
ろ
あ
き

大
阪
府
議
会
議
員
が
挨
拶

を
し
、
む
ね
き
よ
皇
一
衆

議
院
議
員
を
激
励
し
た
。

　

む
ね
き
よ
衆
議
院
議
員

は 

「
が
ん
ば
る
人
が
豊
か

に
な
る
社
会
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

お
一
人
お
一
人
の
お
側
で

力
に
な
り
ま
す
」
と
力
強

く
述
べ
、
参
加
者
は
大
き

な
拍
手
を
送
っ
た
。

　備えあれば憂いなしと昔
から言われているが、いつ
どこで災害が起こってもお
かしくない現在、備えるこ
との大切さが叫ばれてい
る。
　一般社団法人災害時避
難・救援協会（東大阪市
玉串東 2-5-39）はマツモラ
産業株式会社（八尾市福万
寺町南 6-1-3）と協力して、
災害時グッズを企画開発・
製造・販売している。

　今年の目玉は「人
じん

引
びき

車
しゃ

」だ。
　災害時に押すこと
が難しくなる車イス
を何とかできないか
という声に応えて車
イス緊急時避難用金

具を開発した。装着済みの
金具に丸パイプを差し込み
ノックピンをはめるだけ
で、普通の車椅子が「人引
車」に生まれ変わる。
　そのほか、緊急時避難専
用人引車、パイプイス人引
車も開発。前者は通常イス
として使用し緊急時に避難
場所へ移動するために使
う。後者はパイプイスを
使っているので軽くて持ち
運びが自由にできる。用途
によって両者を使い分ける
のが好ましい。
　人引車に関する問い合わ
せは、一般社団法人災害時
避難・救援協会（☎ 072-
925-3450）へ。

　

東
山
さ
ん
は
２
０
０

５
年
、
㈱
ジ
グ
テ
ッ
ク

（
小
型
放
電
加
工
機
メ
ー

カ
ー
）
に
勤
務
、
加
工
現

場
で
放
電
加
工
を
担
当
し

て
い
た
。
ジ
グ
テ
ッ
ク
が

受
注
し
た
細
穴
加
工
の
仕

事
を
、
放
電
加
工
機
を
用

い
て
様
々
な
難
削
材
の
細

穴
加
工
を
す
る
こ
と
1
年

間
、
こ
の
経
験
が
独
立
へ

の
道
に
つ
な
が
る
。
1
年

間
の
受
注
頻
度
や
受
注
数

量
か
ら
考
え
て
開
業
が
可

能
と
考
え
、
ジ
グ
テ
ッ
ク

東
社
長
の
後
押
し
も
あ
り

２
０
０
６
年
に
㈱
エ
ス
ト

ロ
ラ
ボ
を
設
立
し
た
。

　

ジ
グ
テ
ッ
ク
時
代
で
は

イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
市
へ

の
出
張
修
理
が
思
い
出
深

い
。
小
型
放
電
加
工
機
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
っ
た

が
、
現
場
の
イ
タ
リ
ア
職

人
と
東
社
長
、
東
山
さ
ん

３
人
の
互
い
の
言
語
を
超

え
た
身
振
り
手
振
り
で
な

ん
と
か
機
械
を
直
し
て
き

た
が
、
今
と
な
っ
て
は
楽

し
い
思
い
出
だ
。

　
「
放
電
加
工
」
を
口
頭

で
説
明
す
る
の
は
難
し
い

が
、
一
言
で
言
え
ば
火
花

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て

金
属
に
穴
あ
け
加
工
す
る

方
法
だ
。
加
工
工
具
（
電

極
）
か
ら
被
加
工
物
（
金

属
）
に
対
し
て
、
絶
縁
す

る
加
工
液
を
仲
介
し
て
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加
え
る

と
火
花
が
発
生
す
る
。
こ

の
火
花
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
金
属
を
微
細
に
溶
解
し

な
が
ら
穴
あ
け
加
工
を
実

現
す
る
。

　

エ
ス
ト
ロ
ラ
ボ
は
「
細

穴
屋
」
を
屋
号
と
す
る
だ

け
あ
っ
て
、
受
注
の
加
工

内
容
は
「
加
工
穴
径

０
・
１
㎜
〜
３
㎜
」

の
細
穴
加
工
に
限
定

し
て
い
る
。
な
ぜ
な

の
か
？　

一
般
的
に

穴
あ
け
加
工
に
は
ド

リ
ル
と
称
さ
れ
る

刃
物
を
使
用
す
る
。

ボ
ー
ル
盤
等
に
よ
る

ド
リ
ル
加
工
で
は
、

ド
リ
ル
径
３
㎜
が
限

界
で
あ
り
深
穴
加
工

は
切
粉
排
出
の
難
し

さ
も
あ
り
、
ド
リ
ル

破
損
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

さ
ら
に
加
工
径
３
㎜
未
満

の
穴
加
工
は
ド
リ
ル
を
用

い
て
の
機
械
加
工
は
す
こ

ぶ
る
困
難
だ
。
エ
ス
ト
ロ

ラ
ボ
は
こ
の
「
超
隙
間
加

工
市
場
」
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
定
め
て
起
業
し
た
。
社

員
は
役
員
2
人
（
女
性
）、

社
員
・
パ
ー
ト
合
せ
て
7

人
（
内
5
人
が
女
性
）
の

構
成
で
あ
り
、
女
性
が
活

躍
す
る
楽
し
い
会
社
だ
。

　

２
０
０
６
年
３
月
16
日

に
創
業
以
来
、
本
年
２
０

１
６
年
に
創
立
10
周
年
を

迎
え
る
。
紆
余
曲
折
を
経

な
が
ら
社
員
一
丸
と
な
っ

て
「
細
穴
屋
」
を
前
進
さ

せ
て
き
た
が
、
創
業
時
か

ら
の
女
性
役
員
が
親
の
介

護
の
た
め
に
退
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
無
念
で
た

ま
ら
な
い
。
女
性
が
仕
事

を
続
け
て
行
く
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
働
き
方
が
現

実
的
で
可
能
な
の
か
、
常

に
試
行
錯
誤
の
毎
日
だ
と

い
う
。

　

細
穴
加
工
は
放
電
加
工

機
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
の
企

業
で
も
加
工
が
で
き
る
。

安
定
的
に
加
工
数
量
が
あ

れ
ば
、
設
備
投
資
も
考
え

る
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
は

そ
う
は
上
手
く
事
が
運
ば

な
い
。
そ
こ
に「
細
穴
屋
」

の
存
在
価
値
が
あ
る
。
顧

客
は
10
年
間
で
８
０
０
社

超
に
拡
大
し
た
が
、
基
本

的
に
ス
ポ
ッ
ト
受
注
で
あ

り
新
規
開
拓
の
毎
日
が
続

く
。
女
性
の
感
性
で
作
っ

た
「
ロ
ボ
ッ
ト
型
マ
ス

コ
ッ
ト
」
の
販
売
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
も
準
備
し
て
い
る
。
２

０
１
５
年
の
売
上
実
績
は

６
０
０
０
万
円
に
届
く
勢

い
で
あ
り
、
エ
ス
ト
ロ
ラ

ボ
の
今
後
の
躍
進
に
期
待

し
た
い
。

㈱エストロラボ
東大阪市荒本西 4―2―25
☎ 06―6781―6679

女
性
が
立
ち
上
げ
た 

東
大
阪
の 
鉄
工
所

　

1
月
17
日
午
後
1
時
よ
り
大
阪
府
立
大
学
な
ん

ば
サ
テ
ラ
イ
ト
（
Ｉ
―
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
な
ん
ば
）
２
階

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
、
古
田
武
彦
氏
（
昨

年
10
月
14
日
に
逝
去
し
た
、
戦
後
最
大
の
古
代
史

探
求
の
大
家
）
の
追
悼
会
が
開
か
れ
た
。
氏
を
尊

敬
し
て
慕
い
、
共
に
学
び
支
援
し
て
き
た
3
団
体

（
東
京
古
田
会
・
多
元
的
古
代
研
究
会
・
古
田
史

学
の
会
）
が
共
催
、
氏
の
著
書
を
多
数
出
版
し
て

い
る
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
が
協
賛
で
開
催
さ
れ
た
。

　

追
悼
会
に
は
右
記
３
団

体
の
全
国
か
ら
来
た
幹
部

は
当
然
と
し
て
、
会
員
、

会
員
で
は
な
い
が
先
生
と

縁ゆ
か
りの
深
い
人
び
と
、
そ
し

て
全
国
の
熱
心
な
古
田
フ

ア
ン
で
会
場
ぎ
っ
し
り
の

人
人
で
あ
っ
た
。
大
き
な

会
場
に
は
、
追
悼
参
加
者

が
ど
こ
か
ら
で
も
、
会
の

進
行
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
３
ヵ
所
に
大
き
な
映
写

ス
ク
リ
ー
ン
を
し
つ
ら
え

る
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
た
。　

　

追
悼
会
は
、
全
員
黙
祷

の
あ
と
、
全
国
各
地
の
団

体
の
会
長
や
代
表
等
が
氏

と
の
出
会
い
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
披
露
し
、
氏
を

失
っ
た
後
の
、
こ
れ
か
ら

の
決
意
や
誓
い
な
ど
が
話

コ
レ
っ
て

い
い
よ
ね

巨星の偉業を称える
　

国
会
中
継
が
面
白
い
。
ラ
イ
ブ
だ
け
に
つ

ま
ら
ん
番
組
よ
り
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ

る
。
考
え
さ
せ
ら
れ
、
怒
り
が
こ
み
上
げ
て

く
る
。
皮
肉
を
こ
め
て
言
え
ば
面
白
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

真
面
目
に
議
論
さ
れ
る
な
か
、
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
や
誹
謗
中
傷
で
時
間
を
い
た
ず
ら
に
費
や
す
大

手
野
党
。
他
方
、
下
手
な
答
弁
を
す
る
担
当
大
臣
が

立
ち
往
生
し
、
度
々
議
長
が
「
速
記
と
め
て
」
と
発

言
す
る
場
面
で
は
「
そ
れ
で
も

担
当
大
臣
か
」
と
思
わ
ず
画
面

に
向
か
っ
て
吠
え
た
。
総
じ
て

少
人
数
政
党
の
野
党
は
割
り
当
て
ら
れ
た
質
問
時
間

が
短
く
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
中
継
時
間
切
れ
と
な

り
気
の
毒
だ
。
川
田
龍
平
議
員
の
化
血
研
の
違
法
ワ

ク
チ
ン
製
造
や
中
山
恭
子
議
員
の
「
拉
致
で
の
し
上

が
っ
た
首
相
」
記
事
問
題
な
ど
は
傾
聴
に
値
す
る
内

容
だ
っ
た
。

　

一
方
、
最
高
裁
か
ら
違
憲
状
態
と
さ
れ
た
「
１
票

の
格
差
是
正
」
は
な
ぜ
か
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
煮
え
切

ら
な
い
。
違
憲
状
態
に
意
見
あ
り
。
過
去
３
回
の
衆

院
選
挙
が
「
違
憲
状
態
」
と
さ
れ
な
が
ら
こ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
無
効
判
決
も
あ
り
う
る
と
思
う
が
無
視

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
諮
問
機
関
の
答
申
は
安
倍
首
相

の
指
示
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
容
が
自
陣
に
不

利
だ
と
し
ぶ
っ
て
い
る
の
は
選
挙
対
策
の
党
利
党
略

で
し
か
な
い
。
憲
法
は
誰
の
た
め
の
も
の
か
と
言
い

た
い
。

　

他
方
、
国
会
議
員
の
資
質
を
疑
う
こ
と
が
あ
る
。

北
朝
鮮
の
核
実
験
（
１
月
６
日
）
に
抗
議
す
る
決
議

を
採
択
し
た
８
日
の
参
院
本
会

議
を
、
30
人
が
欠
席
し
た
こ
と

だ
。
こ
の
う
ち
22
人
が
７
月
に

任
期
満
了
す
る
改
選
組
で
「
国
会
議
員
の
仕
事
よ
り

も
選
挙
が
大
事
」
と
は
あ
き
れ
る
。

　

夏
の
参
院
選
に
は
新
選
挙
民
が
登
場
す
る
。
彼
ら

彼
女
た
ち
は
貴
重
な
１
票
を
投
じ
る
た
め
に
勉
強
を

し
て
い
る
の
だ
。
厳
し
い
目
に
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。

　

本
稿
の
締
め
切
り
直
前
、「
お
前
も
か
！
」
と
稲

妻
が
走
っ
た
の
が
重
要
閣
僚
の
献
金
問
題
だ
。
国
会

は
目
の
前
の
乱
気
流
に
向
か
っ
て
い
る
。

晴耕雨読

乱
気
流
に
向
か
う
国
会

1200人が集う
むねきよ皇一衆議院議員後援会

新
年
の
集
い

一般社団法人災害時避難・救援協会と
マツモラ産業株式会社が共同開発

シ
リ
ー
ズ

挑 

戦

第1回

ド
ロ
ー
ン

活
用
講
座

ド
ロ
ー
ン
開
発
者  

芦
沢 

魁
作
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礼
儀
正
し
く 

一
期
一
会
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０
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０
７

東
大
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千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
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６
７
８
１―

１
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５
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根川医院
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第四回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円
主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場者申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて２～３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場者申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場者申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　事務局　植田宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着
【本選開催日時】
　平成28年 10月（日にち未定）
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（平成２年４月２日～平成 12年４月１日生まれの方）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

青
い
目
の
学
生
と
背
の
低
い
学
生
の
議
論
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
ど
う
し
て
も
口
を
挟
み
た
く

な
っ
た
よ
う
だ
。
横
に
座
っ
て
い
た
老
人
が
「
若

者
た
ち
よ
」
と
割
り
込
ん
だ
。

　

整
っ
た
身
な
り
を
し
て
お
り
、
教
養
の
あ
る
顔

立
ち
だ
。
お
そ
ら
く
長
年
教
壇
に
立
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
教
え
諭
す
よ
う
に
２
人
の
若
者
に
か
け

た
声
色
か
ら
し
て
間
違
い
な
い
。
眉
間
に
皺
を
寄

せ
な
が
ら
続
け
る
。

　
「
大
局
を
見
る
目
も
大
切
で
す
が
、
目
の
前
の

現
実
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
す
よ
」

　

威
厳
の
あ
る
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
、
２
人
の
若

者
は
議
論
を
や
め
、
背
筋
を
伸
ば
し
た
。

　

老
人
は
額
に
右
手
を
当
て
な
が
ら
、
交
互
に
若

者
を
見
つ
め
た
。

　
「
戦
争
が
続
い
て
、
暮
ら
し
は
と
て
も
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
光
熱

費
な
ど
は
倍
に
な
り
ま

し
た
。
君
た
ち
は
親
に

食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
か
ら
分
か
ら
な
い

で
し
ょ
う
が
、
日
に
日

に
生
活
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
」

　

２
人
は
じ
っ
と
聞
い

て
い
た
。

　
「
そ
れ
な
の
に
、
政
府

の
連
中
と
い
っ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。
す
で
に
私
腹
を
肥
や
す
輩
が
目
に

付
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
か
ら
の
支
援

金
を
自
分
の
懐
に
入
れ
て
い
る
輩
も
い
ま
す
。
君

た
ち
、
ど
う
思
い
ま
す
か
」

　

青
い
目
の
学
生
が
、つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
確
か
に
そ
れ
は
許
せ
ま
せ
ん
」

　

背
の
低
い
学
生
が
老
人
を
見
つ
め
て
聞
い
た
。

　
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
」

　

老
人
は
白
い
ひ
げ
を
撫
で
な
が
ら
静
か
に
答
え

た
。

　
「
私
た
ち
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は

君
た
ち
の
時
代
で
す
。自
分
の
頭
で
よ
く
考
え
て
、

こ
の
国
の
政
治
を
一
新
さ
せ
、
経
済
を
立
て
直
し

て
く
だ
さ
い
」

　

老
人
は
２
人
に
ウ
オ
ツ
カ
を
振
る
舞
い
、
３
人

で
乾
杯
し
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
48

政治を一新させ、経済を立て直す

　

あ
っ
と
い
う
間
に
お
正
月
も
過
ぎ
去
り
、
２

月
３
日
は
節
分
の
日
で
す
。

　

節
分
と
は
季
節
を
分
け
る
と
い
う
意
味
が
含

ま
れ
て
い
て
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
。

　

季
節
の
分
か
れ
目
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、

立
冬
で
す
が
、
そ
の
春
の
始
ま
り
が
立
春
で
、

立
春
の
前
日
が
節
分
で
す
。

　

節
分
は
、「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
1
年

が
、
不
幸
や
災
い
の
な
い
１
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

節
分
と
言
え
ば
、
豆
撒
き
で
す
。「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
言
っ
て
豆
撒
き
し
ま
す
。

　

豆
撒
き
の
由
来
は
、
昔
、
京
都
に
鬼
が
出
て

み
ん
な
を
困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
神

様
の
お
告
げ
で
豆
を
鬼
の
目
に
投
げ
て
退
治
し

た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　
「
鬼
＝
魔
」、「
魔ま

を
滅め

っ
す
る
」
と
い
う
言
葉

か
ら
、
そ
の
年
が
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
豆
を
撒
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
節
分
の
日
に
、
日
本
中
か
ら
中
東
あ

た
り
に
、
い
っ
ぱ
い
豆
を
撒
い
て
や
り
た
い
で

す
ね
。

　
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
、
福
と
い
え
ば
宝
船

に
乗
っ
た
「
七
福
神
」
で
す
。

　

七
福
神
の
う
ち
、
寿
老
人
と
福
禄
寿
は
中
国

の
「
道
教
」
の
神
様
、恵
比
寿
は
日
本
の
「
神
道
」

の
神
様
。
布
袋
は
実
在
し
た
中
国
の
禅
僧
。
弁

財
天
と
毘
沙
門
天
と
大
黒
天
は
イ
ン
ド
の
「
ヒ

ン
ズ
ー
教
」
の
神
様
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
人
び
と
に
福
を
授
け
る
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
神
様
が
宗
教
の
垣
根
を
超
え
て
一
つ
の

船
に
集
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
政
治
の
世
界
も

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

今
年
の
世
界
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

七
福
神
を
乗
せ
た
宝
船
が
世
界
中
を
巡
り
、
中

東
で
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
乗
船
し
て
も
ら
い
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ロ
ー
マ
法
王
に
も
乗
っ
て
も

ら
っ
た
ら
七
福
神
は
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
と
、
大
歓
迎

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
乗
っ
て
は
ダ
メ
ヨ
ー
、

ダ
メ
ダ
メ
」
と
は
絶
対
に
言
わ
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
、
今
年
は
自
分
の
外
の
神
様
に
お
願

い
し
た
り
、
頼
ら
な
い
で
、
す
で
に
自
分
の
内

に
お
わ
し
ま
す
内
在
神
（
七
福
神
）
を
観
じ
と

4

4

4

り4

ま
し
ょ
う
。
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七
福
神

古
代
稲
研
究
家
　
田
中
伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

子どもたちにお茶の心を話す大東冨美江教授（左）

長年保護司も務めていた出口勲会長

会
長 

出 

口　

勲

　

さ
つ
き
こ
ど
も
園
（
大
東
将
也
園
長
、
東
大
阪

市
近
江
堂
２
―
６
―
30
）
の
恒
例
行
事
「
初
釜
」

が
1
月
14
日
、
楽
々
庵
（
東
大
阪
市
近
江
堂
２
）

で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
日
、
29
人
の
５
歳

児
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
礼
儀
正
し
く
お
茶
を
飲

ん
だ
。
保
護
者
も
17
人
参

加
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の

な
か
静
か
に
行
わ
れ
た
。

　

毎
年
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
表
千
家
教
授
の
大
東

冨
美
江
さ
ん（
71
）は
、「
お

茶
を
通
じ
て
一
期
一
会
の

大
切
さ
を
少
し
で
も
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し

て
い
た
。

緊張した面持ちの子どもたち

　

八
尾
特
設
防
犯
協
会
が

行
っ
て
い
る
事
業
は
１
年

間
通
し
て
た
く
さ
ん
あ

る
。春
の
防
犯
週
間
に
は
、

ア
リ
オ
八
尾
（
八
尾
市
光

町
２
）
で
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
自
転
車
の
前
か
ご
カ

バ
ー
を
配
布
し
て
い
る
。

秋
の
防
犯
週
間
に
は
、
各

中
学
校
を
回
り
防
犯
の
寸

劇
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

12
月
末
に
は
、
八
尾
警

察
署
で
、
活
躍
の
著
し
い

警
察
官
に
対
し
防
犯
表
彰

を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
会
長
は
、
２
代

目
の
出
口
勲
さ
ん
（
78
）。

ロ
ー
ソ
ン
八
尾
東
山
本
新

町
３
丁
目
店
と
ロ
ー
ソ
ン

八
尾
服
部
川
店
を
経
営
し

て
い
る
。「
八
尾
の
防
犯

の
た
め
、
１
店
舗
で
も
多

く
八
尾
特
設
防
犯
協
会
に

入
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

社
会
福
祉
法
人 

和
貴
会

　

今
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て
来
賓
席

を
設
け
ず
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
新
年
を

祝
う
会
に
し
た
。
た
だ
し
、
介
護
事
業

を
し
て
い
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
の

日
も
職
場
で
新
年
を
祝
う
ス
タ
ッ
フ
も

多
か
っ
た
。

　

新
年
会
に
は
東
日
本
大
震
災
支
援
ソ

ン
グ
を
歌
う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
濱
守
栄
子
さ
ん
（
37
）
が
招
か
れ

た
。
代
表
曲
「
国
道
45
号
線
」
ほ
か
数

曲
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
熱
唱
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ス
タ
ッ
フ
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
、
日
本
の

新
年
会
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

池
田
貴
彦
理
事
長
・
代
表
取
締
役

（
61
）
は
、「
キ
ラ
リ
と
光
る
一
番
星
の

団
体
を
目
指
し
、
力
を
合
わ
せ
て
今
年

も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
で
述

べ
た
。
キ
ラ
リ
と
光
る
一
番
星
の
テ
ー

マ
は
４
つ
あ
る
。
①
地
域
貢
献
、
②
幸

せ
な
家
族
、
③
仕
事
の
質
向
上
、
④
働

く
環
境
づ
く
り
だ
。

　

今
年
３
月
に
は
新
社
屋
オ
ー
プ
ン
記

念
を
控
え
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
和

貴
会
と
株
式
会
社
オ
ー
プ
ル
の
輝
き
が

楽
し
み
だ
。

今年は 150 人の
スタッフで祝う

３
月
新
社
屋
オ
ー
プ
ン

合同新年会
開催

　社会福祉法人和貴会（八尾市
太田３―203）と株式会社オー
プル（八尾市太田３―48）の合
同新年会が１月 15 日にホテル
モントレグラスミア大阪（大阪
市浪速区湊町１）で開かれ、約
150 人が集った。

　

戦
後
作
ら
れ
た
団
体
に
八
尾
特
設
防
犯
協
会
が
あ
る
。八
尾
遊
戯
業
組
合
、

八
尾
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
防
犯
連
絡
協
議
会
、
大
阪
質
屋
共
同
組
合
八

尾
支
部
、
大
阪
府
公
衆
浴
場
業
組
合
八
尾
支
部
、
大
阪
東
た
ば
こ
商
業
組
合
、

八
尾
麻
雀
業
組
合
、
八
尾
小
売
市
場
連
合
会
、
八
尾
市
商
店
会
連
合
会
、
八

尾
警
備
業
防
犯
連
絡
会
が
加
盟
（
約
１
５
０
店
舗
）。
警
察
と
連
携
し
て
八

尾
の
防
犯
に
努
め
て
い
る
。

　

八
尾
特
設
防
犯
協
会
と
は
別
に
、
各
店
舗
（
会
社
）
が
集
ま
っ
て
構
成
し

て
い
る
八
尾
事
業
所
防
犯
協
会
が
あ
る
。

八尾の防犯に努める
八尾特設防犯協会

株
式
会
社 

オ
ー
プ
ル

さ
つ
き
こ
ど
も
園

29
人
の
５
歳
児
が
初
釜
体
験

　

臼
井
優
子
さ
ん
の
歌
を
初
め
て
開
い
た

の
は
5
年
前
、
難
波
屋
の
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
。

そ
の
辺
の
主
婦
が
フ
ッ
と
飛
び
入
り
で

歌
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
別

に
ケ
ナ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
は
素
人
に
毛
の
生
え

た
レ
ベ
ル
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
が
多
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
臼

井
さ
ん
の
歌
を
聞
き
な
が
ら
さ
ら
に
磨
け
ば
ジ
ャ
ズ
に
近
づ
く

よ
う
な
気
が
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

臼
井
さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
だ
が
、
高
校
卒
業
ま
で
愛
媛
県
で

育
つ
。
家
庭
環
境
は
音
楽
一
家
で
あ
り
、
３
歳
の
時
か
ら
ピ
ア

ノ
教
師
の
母
親
に
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
。
中
学
・
高
校
で
は
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
に
参
加
し
て
キ
ー
ボ
ー
ド
を
担
当
、
音
楽
の
楽
し
さ

を
知
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
音
楽
大
学
へ
進
学
し
ピ
ア
ノ
を
専
攻
、
ジ
ャ

ズ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
演
奏
を
聞
い
て
心
身
と
も
に
ジ
ャ
ズ
に
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
。
ジ
ャ
ズ
の
本
場
で
の
修
行
、
ヴ
ォ
ー

カ
リ
ス
ト
と
し
て
の
切
磋
琢
磨
が
臼
井
さ
ん
を
成
長
さ
せ
た
。

　

サ
ラ
ヴ
ォ
ー
ン
は
伝
説
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
だ
。
周
り
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
サ
ラ
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
そ
の
も
の
を

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
楽
器
と
絶
賛
し
た
こ
と
は
つ
と
に
有
名
な
話

だ
。
臼
井
さ
ん
は
こ
の
サ
ラ
ヴ
ォ
ー
ン
の
歌
を
聞
い
て
憧
れ
、

ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
を
目
指
し
た
そ
う
な
。

　

ジ
ャ
ズ
の
師
匠
は
中
屋
幸
男
さ
ん
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ト
レ

ン
ジ
さ
ん
。

　

好
き
な
、
尊
敬
す
る
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
は
、
サ
ラ
ヴ
ォ
ー
ン
、

カ
ー
メ
ン
・
マ
ク
レ
エ
他
多
数
。

　

２
０
１
２
年
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
「Summer me

」
を

リ
リ
ー
ス
、
Ｃ
Ｄ
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
を
全
国
に
展
開
、

お
世
辞
抜
き
で
各
地
で
絶
賛
の
嵐
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
Ｃ
Ｄ
の

バ
ッ
ク
の
ピ
ア
ノ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
さ
ん
が
務
め

た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん
は
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
楽
団
の
ピ
ア
ノ
奏
者

を
務
め
た
時
期
が
あ
り
、
楽
団
が
ツ
ア
ー
で
日
本
を
訪
れ
た
際

に
い
た
く
日
本
が
気
に
入
り
、
日
本
で
の
演
奏
活
動
を
決
意
し

た
。

　

西
成
ジ
ャ
ズ
と
出
合
っ
た
時
期
は
、
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し

て
の
方
向
性
の
迷
い
や
、
自
信
の
な
さ
か
ら
く
る
不
安
が
大
き

か
っ
た
。そ
ん
な
臼
井
さ
ん
の
様
子
を
見
て
、

松
田
順
司
さ
ん
が
「
好
き
な
よ
う
に
、
気
持

ち
の
ま
ま
に
歌
え
ば
い
い
ん
や
」
と
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
。
い
ま
思
え
ば
こ
の
時
が
、

ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

黒
っ
ぽ
い
個
性
的
な
ヴ
ォ
ー
カ
ル
で
コ
ア
な
フ
ァ
ン
も
増
え

て
い
る
。
現
在
は
関
西
２
府
４
県
の
み
な
ら
ず
、
東
京
、
九
州

と
精
力
的
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

臼
井
さ
ん
は
自
分
の
歌
を
歌
い
続
け
て
、
近
い
将
来
に
海
外

で
ラ
イ
ブ
を
実
現
し
た
い
と
語
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ラ
イ

ブ
は
夢
で
は
な
い
、
ぜ
ひ
と
も
Ｎ
Ｙ
ラ
イ
ブ
で
臼
井
さ
ん
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
体
感
し
て
み
た
い
。

気持ちのまま歌う臼井優子さん
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黒
っ
ぽ
い
ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
が
魅
力イベント ☆情報

《結婚支援フォーラム》良縁親の会
日時：２月 23 日（火）13 時受付
会場：八尾市文化会館プリズムホール
� （八尾市光町２）
定員：80 人（先着順）
参加登録料：11,000 円
申し込み締め切り：2 月 13 日（土）
申し込み：一般社団法人良縁親の会
� （☎ 075-213-0506）

挨
拶
す
る
池
田
貴
彦
理
事
長
・
代
表
取
締
役

12日  国際フルーツ協会代表　中野瑞樹氏「倫理とフルーツ～フルーツから始まる未来型企業経営～」
119日  法人アドバイザー　岡田紀夫氏「朝は宝の山」
16日  八尾市倫理法人会幹事　岡巌氏「父にバトンを渡されたと思ったこと」
23日  八尾市倫理法人会会員　岩朝しのぶ氏「不妊治療から里親という選択」

14日  大阪府倫理法人会相談役　佐藤福男氏「ふり返ると幸せが～倫理13年の軌跡」
11日  東大阪市長　野田義和氏「ラグビーＷ杯とモノづくり」
18日  新大阪倫理法人会幹事　島津ゆう子氏「子ども（孫）に伝えるマナーの心」
25日  神奈川県倫理法人会副幹事長　上野博之氏「社員の幸せ、家族の幸せ～倫理の実践から」

15日  倫理研究所法人アドバイザー　山路卓司氏「利他の心がけ」
12日  大阪府倫理法人会広報委員長　石田一氏「私の倫理実践」
19日  大阪府倫理法人会大阪西部地区地区長　山元久良氏「倫理９年　まだまだ薄いぞ」
26日  大阪府倫理法人会モーニングセミナー委員会名誉委員長　光田誠次氏「倫理とわが人生」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はカフェ・ブルボン（近鉄河内山本駅・北へ徒歩2分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―5820２月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎06-6745-2051２月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6728―0700２月の予定

2016（平成28）年３月19日（土）
15：00開演（14：30開場）※17:00終演予定

Osaka Shion Wind Orchestra コンサート　in　八尾
（オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ /旧大阪市音楽団）
演奏：Osaka Shion Wind Orchestra
指揮：海老原　光
司会：松田　咏子（八尾市在住）

なんと !!!!Shion 音楽監督で作曲家の宮川彬良氏による
“八尾に贈る新曲”（八尾プリズムホール委嘱作品）を世界初演します !!
※宮川彬良氏は出演しません。

■チケット料金（全席指定・税込）
一般　3,800円（当日500円増）
大学生以上25歳以下　2,000円
小・中・高校生　1,000円
※25歳以下対象のチケットをお求めの方は、ご購入時に学生証等年齢の確認できる
ものをご提示ください。

１
年
間
通
し
て

イ
ベ
ン
ト
開
催

さ
　

ん
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